
文
書
が
あ
る
の
に
、
な
い
、

と
言
い
、
出
て
き
た
文
書
は
、

改
ざ
ん
さ
れ
て
い
た
ー
情
報
公

開
と
文
書
管
理
に
関
す
る
一
連

の
問
題
を
、
知
る
権
利
の
侵
害
、

と
い
う
言
葉
だ
け
で
批
判
す
る

の
は
不
十
分
だ
。
こ
れ
は
民
主

主
義
の
否
定
そ
の
も
の
だ
。

こ
れ
ま
で
も
、
政
府
の
情
報

公
開
に
対
す
る
姿
勢
の
消
極
性

は
、
秘
密
保
護
法
の
制
定
過
程

の
文
書
の
不
開
示
に
十
分
に
現

れ
て
い
た
。
そ
れ
が
共
謀
罪
の

立
法
過
程
の
文
書
と
な
る
と
、

ほ
ぼ
全
体
が
不
開
示
だ
。
し
か

も
こ
れ
ら
の
不
開
示
決
定
は
、

す
で
に
法
律
が
制
定
さ
れ
た
後

に
な
さ
れ
て
い
る
。
法
律
の
制

定
過
程
に
関
す
る
情
報
で
あ
れ

ば
、
常
識
的
に
不
開
示
と
す
る

必
要
な
ど
な
い
は
ず
で
は
な
い

か
。
こ
う
し
た
不
開
示
そ
れ
自

体
、
他
の
民
主
主
義
国
家
に
お

い
て
は
異
例
だ
。

と
こ
ろ
が
、
あ
る
情
報
を
な

い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

さ
ら
に
質
が
違
っ
て
く
る
。

「
な
い
、
破
棄
し
た
。
」
と
言

わ
れ
れ
ば
、
そ
の
決
定
は
取
り

消
し
よ
う
が
な
い
の
だ
。
す
す

ん
で
、
す
で
に
あ
っ
た
情
報
に

手
を
加
え
る
こ
と
は
、
い
う
ま

で
も
な
く
犯
罪
だ
。

こ
う
し
た
一
連
の
出
来
事
は
、

政
府
に
よ
る
情
報
隠
し
そ
の
も

の
で
あ
っ
て
、
情
報
公
開
法
や

個
人
情
報
保
護
法
の
ど
こ
に
違

反
す
る
か
、
な
ど
と
い
う
コ
メ

ン
ト
の
レ
ベ
ル
を
超
え
る
。

文
書
改
ざ
ん
に
つ
い
て
は
、

政
治
家
の
指
示
が
あ
っ
た
か
、

官
僚
が
勝
手
に
行
っ
た
の
か
、

と
い
っ
た
点
に
今
も
関
心
が
集

ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
具
体

的
な
政
治
家
の
指
示
が
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
一
連
の
情
報
隠

し
は
、
長
期
に
わ
た
る
現
政
権

の
腐
敗
が
官
僚
組
織
に
浸
透
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
の

は
間
違
い
な
い
。
真
実
を
語
ら

ず
、
批
判
に
対
し
て
理
性
で
は

な
く
、
感
情
的
に
反
発
す
る
首

相
の
「
幼
稚
さ
」
を
見
れ
ば
、

首
相
と
そ
の
取
り
巻
き
の
政
治

家
が
情
報
公
開
制
度
を
敵
視
し

て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
そ

う
な
る
と
、
官
僚
た
ち
が
そ
の

意
を
汲
ん
で
情
報
隠
し
に
邁
進

す
る
こ
と
に
は
容
易
に
想
像
が

つ
く
か
ら
だ
。

今
回
の
問
題
を
受
け
て
再
発

防
止
に
つ
い
て
の
様
々
な
提
案

が
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
公
文
書

管
理
法
の
改
正
や
独
立
し
た
公

文
書
管
理
官
の
創
設
な
ど
が
す

で
に
提
案
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
い
ま
の
首
相
の
政
権
が
続

く
限
り
、
い
か
な
る
法
制
度
も

破
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
再
発
防
止

の
第
一
歩
は
首
相
が
や
め
る
こ

と
で
あ
る
。

（
了
）
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5万人が「安倍退陣」を迫った（4月14日）
毎日新聞

証言を拒否する佐川前理財局長（3月27日）
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４
月
４
日
名
古
屋
市
栄
で
街

頭
宣
伝
な
ら
び
に
「
『
森
友
』

公
文
書
改
ざ
ん

一
番
の
責
任

者
は
誰
？
」
シ
ー
ル
投
票
を
行

い
ま
し
た
。

シ
ー
ル
は
１
人
２
枚
ま
で
貼

れ
る
よ
う
に
し
た
の
で
す
が
、

ほ
と
ん
ど
の
人
は
１
枚
の
み
貼

り
ま
し
た
。

午
後
２
時
半
か
ら
３
時
半
ま

で
１
時
間
で
１
４
５
票
の
投
票

が
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
人
が

シ
ー
ル
投
票
に
ご
協
力
し
て
く

れ
ま
し
た
。
特
に
若
い
世
代
の

人
が
積
極
的
に
シ
ー
ル
を
貼
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

シ
ー
ル
投
票
の
結
果

総
数

１
４
５
票

・
安
倍
首
相
夫
妻

91
票

・
麻
生
財
務
相

27
票

・
佐
川
前
国
税
庁
長
官

10
票

・
籠
池
元
理
事
長
夫
妻

13
票

・
近
畿
財
務
局
職
員

４
票

「
秘
密
保
護
法
」
で
政
府
の

情
報
を
隠
し
、
「
共
謀
罪
」
で

市
民
を
監
視
す
る
。
さ
ら
に
、

政
府
に
都
合
の
悪
い
情
報
は
国

家
機
密
で
な
く
て
も
改
ざ
ん
・

隠
ぺ
い
を
し
て
き
た
こ
と
は
、

森
友
学
園
問
題
・
南
ス
ー
ダ
ン

Ｐ
Ｋ
Ｏ
日
報
問
題
・
イ
ラ
ク
陸

上
自
衛
隊
派
兵
日
報
問
題
で
明

ら
か
で
す
。

こ
の
よ
う
な
政
府
を
許
し
て

よ
い
の
か
、
主
権
者
で
あ
る
私

た
ち
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

３
月
１
９
日
夕
刻
、
雨
の
中

を
続
々
と
集
ま
っ
て
く
る
。
団

体
の
幟
や
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
書
か

れ
た
幟
が
林
立
す
る
若
宮
広
場
。

１
８
時
２
０
分
に
開
会
が
宣
言

さ
れ
る
。

「
安
倍
内
閣
は
今
す
ぐ
退
陣
」

の
横
断
幕
が
演
壇
に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
次
々
に
登
壇
す
る
発

言
者
は
皆
怒
り
に
満
ち
て
い
る
。

最
後
に
登
壇
し
た
中
谷
共
同
代

表
は
「
私
た
ち
は
今
、
怒
り
に

燃
え
て
い
る
。
防
衛
省
自
衛
隊

の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
日
報
の
隠
匿
、
財
務

省
虚
偽
公
文
書
作
成
、
教
育
へ

の
不
当
介
入
。
安
倍
政
権
に
よ

る
傲
慢
な
権
力
犯
罪
を
許
し
て

は
な
ら
な
い
。
声
を
上
げ
よ
う
！
」

と
檄
を
飛
ば
し
た
。
参
加
者
は

元
気
よ
く
雨
の
中
デ
モ
に
出
発

し
た
。

４

街
宣
・シ
ー
ル
投
票

や
り
ま
し
た

４
月
４
日
・
栄シール投票 若い世代が応じてくれた

共
同
行
動

安
倍
内
閣
は
退
陣
！
掲
げ

３
・
１
９
集
会
＆
デ
モ

若
宮
広
場
に
６
５
０
名

当面の取組み

５月１０日（木）
☆ 街頭宣伝 12：00～13：00

栄メルサ（スカイル）前
☆ 世話人会 13：30～ 名古屋第一法律事務所

５月３０日（水）（右のチラシ参照）

☆ 講演会 18:30～ ウィルあいち 大会議室
「国際社会から見た日本の表現の自由とメディア」

講師：藤田早苗さん
（英国・エセックス大学人権フェロー）

資料代 800円

５月１９日（土） 大集会＆デモ（共同行動実行委）

☆ 「安倍内閣打倒！ 憲法改悪阻止！」
13:30 集会 14:30 デモ出発
光の広場（地下鉄「矢場町」駅②⑤番出口）

写真：共同行動ブログより



標
記
タ
イ
ト
ル
で
、
原
夏
子

さ
ん
に
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。３

年
前
、
亡
き
父
の
書
庫
か

ら
「
治
安
維
持
法
違
反
・
被
告

人
・
新
村
猛
」
と
表
書
き
し
た

二
冊
の
分
厚
い
予
審
調
書
を
発

見
し
た
。
父
の
受
難
は
一
体
何

だ
っ
た
の
か
と
父
の
書
き
遺
し

た
文
書
や
予
審
調
書
を
読
ん
だ
。

父
・
猛
は
満
州
事
変
で
衝
撃

を
受
け
て
、
思
想
の
根
底
を
ゆ

さ
ぶ
ら
れ
反
戦
の
願
望
を
抱
く
。

猛
の
父
・
新
村
出
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
み
や
げ
の
雑
誌
で
ロ
マ
ン
・

ロ
ー
ラ
ン
の
文
に
感
動
し
反
戦
・

反
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
活
動
を
知
っ

た
の
だ
。

滝
川
事
件
を
き
っ
か
け
に
、

学
問
と
思
想
の
自
由
を
守
る
共

通
の
思
い
か
ら
、
友
人
と
『
世

界
文
化
』
を
発
行
す
る
。
伝
え

た
か
っ
た
の
は
、
反
フ
ァ
シ
ズ

ム
の
旗
の
下
で
の
西
欧
知
識
人

の
行
動
、
フ
ラ
ン
ス
や
ス
ペ
イ

ン
人
民
戦
線
の
勝
利
だ
っ
た
。

す
で
に
非
合
法
化
さ
れ
て
い

た
共
産
党
と
の
接
点
は
な
く
、

自
発
的
な
文
化
活
動
だ
っ
た
。

し
か
し
一
九
三
七
年
、
父
は
自

宅
で
突
然
警
官
に
寝
込
み
を
襲

わ
れ
警
察
署
へ
連
行
さ
れ
る
。

取
り
調
べ
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン

の
指
令
を
共
産
党
に
伝
え
る
た

め
帰
国
潜
入
し
た
小
林
陽
之
助

に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
父
は
小

林
と
は
全
く
面
識
が
な
く
、
当

局
に
と
っ
て
何
の
情
報
に
も
な

ら
な
か
っ
た
。

警
察
の
共
産
主
義
と
認
め
、

転
向
し
ろ
と
の
精
神
的
拷
問
に

抵
抗
し
続
け
た
が
、
早
く
帰
宅

す
る
方
が
賢
明
と
判
断
し
、
罪

を
認
め
る
手
記
を
書
く
。
裁
判

で
は
全
て
否
認
し
た
が
無
理
に

書
か
さ
れ
た
手
記
に
も
と
づ
き
、

転
向
が
明
ら
か
と
し
て
、
懲
役

３
年
、
執
行
猶
予
５
年
の
判
決

が
下
り
解
放
さ
れ
た
。
拘
留
期

間
１
年
10
ヶ
月
、
公
民
権
停
止
、

保
護
観
察
下
の
生
活
が
敗
戦
ま

で
続
い
た
。

何
と
い
う
理
不
尽
で
し
ょ
う

か
。
治
安
維
持
法
の
怖
さ
が
身

に
沁
み
ま
し
た
。

当
会
は
４
月
８
日
、
ウ
ィ
ル

あ
い
ち
大
会
議
室
に
て
、
６
周

年
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
度
の
活
動
報
告

と
し
て
、
当
会
と
、
安
倍
内
閣

の
暴
走
を
止
め
よ
う
共
同
行
動

実
行
委
員
会
及
び
日
本
国
民
救

援
会
愛
知
県
本
部
の
３
団
体
で

結
成
さ
れ
た
「
『
共
謀
罪
』
阻

止
緊
急
行
動
・
あ
い
ち
」
に
よ

る
緊
急
街
頭
宣
伝
、
集
会
、
デ

モ
等
の
活
動
。
当
会
に
よ
る
街

宣
活
動
、
共
謀
罪
・
秘
密
保
護

法
に
よ
る
監
視
国
家
化
を
中
心

的
テ
ー
マ
と
す
る
連
続
学
習
会

や
講
演
会
、
極
秘
通
信
の
発
行

な
ど
の
活
動
を
報
告
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
同
年
度
の
決
算
報

告
が
さ
れ
、
今
総
会
を
も
っ
て

次
年
度
へ
の
繰
越
金
が
ほ
と
ん

ど
０
に
な
る
た
め
、
会
費
や
カ

ン
パ
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

路
線
を
継
続
し
て
い
く
、
会
の

拡
充
に
力
を
入
れ
て
い
く
旨
の

２
０
１
８
年
度
活
動
方
針
を
提

案
し
ま
し
た
。

当
会
の
申
し
合
わ
せ
事
項
に

つ
い
て
、
共
謀
罪
が
成
立
し
て

し
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
、
当
会

の
目
的
を
、
「
秘
密
保
護
法
と

共
謀
罪
の
廃
止
及
び
実
質
的
に

発
動
さ
せ
な
い
」
に
変
更
し
ま

し
た
。

役
員
に
つ
い
て
は
、
共
同
代

表
に
中
谷
雄
二
、
本
秀
紀
、
事

務
局
長
・
濵
嶌
将
周
、
事
務
局

次
長
・
中
川
匡
亮
が
留
任
し
ま

す
。
役
員
お
よ
び
事
務
局
の

「
新
陳
代
謝
」
を
進
め
、
会
の

活
性
化
が
必
要
で
あ
る
と
の
認

識
も
提
起
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
い
ず

れ
も
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

今
後
も
、
監
視
国
家
化
を
防

止
す
る
た
め
に
、
声
を
上
げ
続

け
る
活
動
を
進
め
て
行
き
ま
し
ょ

う
。

３

せ
ら
れ
、
国
民
相
互
の
監
視
が

奨
励
さ
れ
る
。
監
視
さ
れ
る
べ
き

は
政
府
・
官
庁
の
隠
蔽
体
質
で
あ

る
。分

断
社
会=

監
視
社
会

敵
味
方
刑
法
の
考
え
は
、
国

家
対
市
民
で
な
く
、
国
家
と

「
善
良
」
な
市
民
対
敵
対
す
る

市
民
の
抗
争
。
こ
う
し
た
事
態

は
世
界
か
ら
強
い
危
機
感
を
抱

か
れ
、
警
告
を
受
け
て
い
る
が
、

日
本
政
府
は
無
視
し
て
い
る
。

今
、
国
民
の
意
欲
と
能
力
が

試
さ
れ
て
い
る
。

閉
会
の
締
め
で
中
谷
代
表
は

「
教
え
ら
れ
る
こ
と
多
く
、
歴

史
を
振
り
返
り
、
私
た
ち
は
武

器
（
憲
法
）
有
る
今
こ
そ
闘
お

う
」
と
結
ん
だ
。

「父
・新
村
猛
と
治
安
維
持
法
」

お
話

原
夏
子
さ
ん

〈報
告
〉会
員
・岩
田
朝
子

６
周
年
総
会
の
報
告

事
務
局
次
長
・中
川
匡
亮

議案を提案する濱嶌事務
局長



内
田
さ
ん
の
講
演
は
昨
年
の

学
習
会
に
続
き
二
度
目
で
す
が
、

そ
の
後
の
情
勢
を
踏
ま
え
た
お

話
は
、
ん
！
そ
う
な
の
か
、
と

納
得
。

開
会
に
あ
た
っ
て
の
本
代
表

の
挨
拶
も
、
「
本
会
の
活
動
は

七
年
目
、
こ
ん
な
に
永
く
や
る

と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
公
文
書

改
竄
や
廃
棄
な
ど
民
主
主
義
の

根
幹
を
揺
る
が
す
事
件
が
続
発
。

我
々
の
任
務
は
重
要
」
と
。

内
田
さ
ん
は
先
ず
戦
前
か
ら

戦
後
の
今
日
ま
で
の
戦
争
へ
の

道
程
を
示
し
、
そ
の
中
で
「
治

安
維
持
法
」
の
制
定
と
度
重
な

る
改
正
に
よ
っ
て
戦
争
政
策
は

遂
行
さ
れ
た
。

初
め
は
関
東
大
震
災
後
の
混

乱
を
収
め
る
た
め
と
制
定
。
そ

の
後
二
度
の
大
改
正
に
よ
っ
て
、

国
体
変
更
や
私
有
財
産
否
定
団

体
（
共
産
党
）
の
み
な
ら
ず
、

労
働
組
合
を
含
む
合
法
団
体
も

「
結
社
の
目
的
遂
行
の
為
の
行

為
」
の
罪
で
取
締
る
。
こ
れ
が

拡
大
し
て
大
日
本
帝
国
憲
法
で

保
障
さ
れ
た
自
由
主
義
や
、
民

主
主
義
に
よ
る
サ
ー
ク
ル
活
動

な
ど
も
「
非
日
常
的
な
活
動
思

想
」
と
し
て
、
取
締
り
の
対
象

と
な
っ
た
。
そ
れ
に
飽
き
た
ら

ず
新
興
宗
教
も
「
国
体
否
定
」

等
結
社
と
し
て
取
締
り
、
そ
れ

を
補
強
す
る
た
め
、
密
告
競
争

を
奨
励
し
た
。

内
田
さ
ん
は
当
時
の
憲
法
さ

え
も
逸
脱
し
て
適
用
を
支
え
た

法
理
を
解
説
。
い
く
つ
か
の
問

題
を
挙
げ
、
要
す
る
に
「
思
想

検
事
」
の
判
断
次
第
で
あ
り
、

裁
判
官
は
こ
れ
に
追
随
す
る
だ

け
で
、
例
え
ば
「
妻
が
夫
の
為

に
家
事
を
行
い
、
出
か
け
る
時

は
金
銭
を
用
意
す
る
」
当
時
も

今
も
ご
く
自
然
な
こ
と
だ
が
、

夫
が
共
産
党
中
央
委
員
長
で
あ

れ
ば
「
そ
の
党
の
目
的
遂
行
の

為
に
す
る
行
為
」
と
罪
に
問
わ

れ
、
２
年
の
実
刑
判
決
。
他
に

も
幾
つ
か
の
事
例
を
紹
介
。

戦
後
、
希
代
の
悪
法
「
治
安

維
持
法
」
は
廃
止
さ
れ
た
が
、

法
務
大
臣
は
「
適
法
に
制
定
・

運
用
さ
れ
て
い
た
。
判
決
を
見

直
す
必
要
は
無
い
」
と
、
国
会

答
弁
。

蘇
っ
た
治
安
維
持
法

共
謀
罪
法
は
国
会
で
の
審
議

途
中
、
中
間
報
告
で
強
行
採
決

に
よ
っ
て
成
立
し
た
が
、
集
団

的
と
か
組
織
的
犯
罪
集
団
の
定

義
が
曖
昧
で
、
例
え
ば
会
社
や

同
業
組
合
の
節
税
対
策
も
犯
罪

集
団
と
な
り
か
ね
な
い
。

対
象
犯
罪
は
当
初
予
定
よ
り

減
っ
た
が
、
残
っ
た
の
は
市
民

運
動
抑
圧
ば
か
り
で
、
実
行
行

為
で
検
挙
す
る
と
言
う
け
れ
ど
、

そ
れ
は
市
民
の
日
常
行
動
。
検

察
官
の
判
断
次
第
で
針
小
棒
大

の
事
実
認
定
が
さ
れ
る
お
そ
れ

が
あ
る
。

裁
判
に
な
っ
て
も
、
強
化
さ

れ
た
検
察
官
司
法
に
よ
っ
て
追

認
判
決
が
続
い
て
い
る
。
濫
用

防
止
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
な
い

の
が
問
題
。

共
謀
罪
は
通
信
傍
受
や
Ｇ
Ｐ

Ｓ
捜
査
な
ど
、
日
常
的
な
国
民

監
視
が
不
可
欠
と
な
る
。
最
高

裁
は
法
で
定
め
れ
ば
良
い
と
言

う
。
ま
さ
に
治
安
維
持
法
復
活

で
す
。

民
主
主
義
人
権
の
危
機

監
視
社
会
は
膨
大
な
情
報
収

集
が
不
可
欠
で
あ
り
、
大
垣
警

察
の
市
民
監
視
事
件
は
そ
の
好

例
だ
が
、
市
民
監
視
は
警
察
の

正
当
な
業
務
と
言
い
張
る
。
こ

れ
に
は
国
賠
訴
訟
が
提
起
さ
れ

て
い
る
。

安
全
・
安
心
街
作
り
条
例
に

よ
っ
て
国
民
に
防
犯
義
務
が
課

２

記
念
講
演

「
治
安
維
持
法
と
共
謀
罪
」

内
田
博
文
さ
ん
（九
州
大
学
名
誉
教
授
）

〈報
告
〉
会
員
・林

秀
治

200余名の参加者が熱心に聞き入る

６周年総会と記念講演会

200余名の参加で盛大に開催
2018年４月８日、当会は６周年総会を開催し、「活動を継続し会の拡充を図る」活動方針など

を確認しました。記念講演は内田博文先生をお招きし『治安維持法と共謀罪』をテーマに具体的な

お話をいただきました。「父・新村猛と治安維持法」と題して原夏子さんがお話してくれました。


